
★ 真島俊夫（1949～  ）  シーガル 
日本を代表する作曲家、真島俊夫さんの美しい名曲です。もともとはサクソフォンの名手、須川展也氏のために、

ソロサックスと弦楽オーケストラのために書かれましたが、ソロサックスと吹奏楽版も出版され、僕もその版で何

度か演奏させていただきました。コンサートのアンコールとして演奏することが多く、そのたびにたくさんの方に

気に入っていただけた、僕も本当に大好きな曲の一つです。                               (以上 堀江 裕介） 
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AICHI SAXOPHONE SOLOISTS VER.2008 

 

★J.S.バッハ（1685～1750）堀江裕介編曲  トッカータとフーガ より 
約300年前、バロック時代にドイツで活躍した、言わずと知れた大バッハ。生涯に残した1000曲以上の作品の中

でも取り分け有名なこのトッカータとフーガですが、原曲はパイプオルガンのために書かれています。トッカー

タというのは、速いパッセージや細かい音符で技巧的に聴かせる表現が特徴です。フーガは、同じメロディが他

の声部で追って現れる、バロック時代にバッハが確立したと言っても過言ではない重要な音楽様式です。今回は

トッカータの部分を、サックス５本のパイプオルガンを彷彿とさせる重厚な響きでお楽しみください。 

★A.マルチェロ（1684～1750） オーボエ協奏曲 
こちらもバロック時代のイタリア人作曲家、マルチェロの代表作です。タイトル通り原曲はオーボエと弦楽オー

ケストラのための作品で、二楽章はイタリアの名作映画、「ヴェニスの愛」のテーマにもなり、その甘美なメロ

ディは世界的に有名になりました。今回はソプラノサックスのソロで、2、3楽章をお送りいたします。3楽章は速

いテンポの中、リズミカルに駆け抜けるソロとカルテットの掛け合い、そしてクライマックスに向けて、バロッ

ク音楽特有の華麗な装飾音符が散りばめられていきます。 

★G.プッチーニ（1858～1924）  歌劇「トゥーランドット」より  

               誰も寝てはならぬ 
フィギュアスケートの荒川静香さんの偉業で、誰しもが耳にしたことがある名曲となったこのアリア。このアリ

アは、最終幕である第3幕で、カラフによって歌われます。第2幕において、カラフはトゥーランドット姫への求

婚者にだされる3つの難題を見事に解決しましたが、それにも関わらず、姫はカラフとの結婚に難色を示します。

そこでカラフは自分の名前を夜明けまでに当ててみせれば、結婚を諦めようと申し出ますが、ただし名前を解き

明かせなかったら、カラフとの結婚を姫は承諾しなければなりません。そこで冷酷な姫は自国の国民に対し、カ

ラフの名を解き明かすまでは寝ることを禁ずるというお触れを出し、そしてもし誰も解き明かせなかったら、国

民を皆殺しにすると言います。第3幕は夜の時点から始まり、カラフは一人、宮殿から月に照らされた庭に出て、

そこでトゥーランドット姫のお触れを聞きます。ここでアリア『誰も寝てはならぬ』がカラフによって歌われま

す。 

★J.コスマ（1905～1969）平井尚之編曲  枯葉 
いまやジャズのスタンダードとして名曲中の名曲になっている枯葉。哀愁を帯びた旋律とコード、プレイヤーの

個性あふれる自在なアドリブが展開されるこの曲のファンの方も多いと思います。もともとはフランスのポピュ

ラーソング、シャンソンのスタンダードでした。こちらも聴いてみるとなんとも切ないメロディーが、フランス

語独特の発音で美しく歌い上げられます。今回はジャズサックス奏者の平井尚之のアルトサックスソロで、新た

な枯葉の世界をお送りできたらと思います。 

★C.コリア（1941～  ）  スペイン 
ジャズピアノの巨匠、チック・コリアの代表作であるこの曲は、現在様々な楽器で、様々なシーンで演奏される

ようになりました。コリアの録音は数多く残されていますが、中でも、あのマルタ・アルゲリッチの指導者でも

あるフリードリヒ・グルダと２台ピアノによる即興演奏パフォーマンスの録音も残していて、生徒の勧めで偶然

にも耳にしたその演奏は、すべての瞬間に興奮を覚えるような、個人的には価値観を覆させられるような名盤で

した。今回はコリアのピアノアドリブをサックス５本で忠実に再現したアレンジで、情熱的で華やかなスペイン

の世界を表現したいと思っています。  

★河合 佑里奈
か わ い  ゆ り な

  
名古屋市出身。愛知県立明和高校音楽科卒業。 

第７回日本ジュニア管打楽器コンクール・サクソフォン部門本選出場。 

第16回日本クラシック音楽コンクール全国大会・高校木管部門一位なし第３位受賞。  

サクソフォンを岡田知奈美、堀江裕介、雲井雅人の各氏に師事。 

現在、愛知県立芸術大学１年在学中。  

★川合 諒
かわい りょう

    
岐阜県土岐市出身。 

サクソフォンを小山田和美、堀江裕介、雲井雅人の各氏に師事。 

現在、愛知県立芸術大学１年在学中。 

★片田 景子
か た だ  け い こ

   （左から順に） 
愛知県三好町出身。 

サクソフォンを佐野功枝、雲井雅人の各氏に師事。 

現在、愛知県立芸術大学３年在学中。 

★堀江 裕介
ほりえ ゆうすけ

 
仙台市出身。愛知県立芸術大学を経て、05年同大学大学院音楽研究科修了。 同大学卒業

演奏会、読売中部新人演奏会、日演連推薦新人演奏会等に出演。 

在学中より「アイチ・サクソフォン・ソロイスツ」を結成し、また、タンゴ四重奏団

「En」等のメンバーとして日本各地で様々な演奏会、イベントに出演。大学院1年在学中

の2004年に電気文化会館ザ・コンサートホール(名古屋市)にてソロリサイタルデビュー。

また、2006年にも同ホールでソロリサイタルを開催。2008年にはしらかわホールにて、

「名古屋ウインドシンフォニー」と全曲協奏曲形式のリサイタルを開催。ソリストとして

これまでに、沼尻竜典指揮「名古屋フィルハーモニー交響楽団」、外山雄三指揮「仙台

フィルハーモニー管弦楽団」、山田和樹指揮「愛知室内オーケストラ」、松尾葉子指揮

「セントラル愛知交響楽団」等と協演。また、オーケストラの客員奏者として、スウォン

フィルハーモニック管弦楽団（韓国）、名古屋フィルハーモニー交響楽団等、各地のオー

ケストラに参加。2007年、2008年には「なにわ<オーケストラル>ウインズ」に参加し、大阪、東京で公演。 

また2005年に結成した「アリオン・サクソフォン・カルテット」が2006年より名古屋、岐阜、三重、浜松、東京等で

毎年公演。現在、愛知県立明和高等学校音楽科専任講師。アリオン・サクソフォン・カルテットメンバー。ナゴヤ

サックスフェスタ実行委員。 

これまでにサクソフォンを古溝徹、雲井雅人の両氏に、室内楽を中川良平、村田四郎、和久井仁の各氏に師事。 

★平井 尚之
ひらい なおゆき

 
愛知県一宮市出身。高校入学を機にサックスを始める。 

洗足学園音楽大学卒業。その後はジャズの世界にも活動を広げ、現在は中部地区を中心に

クラシック、ジャズ両面の演奏活動と後進の指導にあたっている。クラシックサックスを

亀井明良、小串俊寿、冨岡和男、大和田雅洋の各氏に、ジャズサックス及びジャズ理論を

大森明氏に師事。 

サックス合奏団Crooked Horns主宰。 

アイチ・サクソフォン・ソロイスツ ver.2008 
アイチ・サクソフォン・ソロイスツは、2002年に堀江裕介を中心に愛知県立芸術大学のサクソフォン専

攻生で結成され、東海地区を中心に様々なイベント、コンサートに出演。メンバーや編成もその都度自

由に変化を伴いながら活動し、今回の2008年ヴァージョンは、ジャズサックス奏者を含めた五重奏での

編成になる。 

★ 柳河瀬 貴子
や な が せ  た か こ

  

ピアノ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


